
海で安全に安心して楽しむための事故防止に関する情報を発信する総合安全情報
サイト「ウォーターセーフティガイド」では、海に関する知識、アクティビティ
ごとの特性や推奨される装備品、習得すべき技術等について掲載しています。
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平成30年2月1日から義務化され
ました！！

小型船舶操縦者の遵守事項

■ 遵守事項違反点数

違反の内容

酒酔い等操縦、自己操縦義
務違反、危険操縦、
見張りの実施義務違反 過去３

年以内
の処分
前歴※

無 （処分の対象外）

3点

業務停止
3月

業務停止
4月

業務停止
5月

業務停止
6月

業務停止
1月

業務停止
2月

4点

過去1年以内の違反累積点数

5点 6点

有発航前の検査義務違反
2点

3点

5点

6点

点数
他人を死傷
させた場合

■ 行政処分基準

※処分前歴とは、遵守事項違反等による処分又は海難審判所の
　裁決による操縦免許に係る処分の前歴をいう。

救命胴衣の非着用、

動向
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事故の発生状況

船舶事故の発生状況 原因と対策

小型船舶の事故原因

小型船舶の死者・行方不明者を伴う
事故種類別

単独衝突
6隻　4%

合計
158隻

転覆
73隻
46%

衝突
23隻　15%

乗揚
12隻　8%

その他
30隻　19%

浸水
14隻
9%

運航不能
（推進器・舵障害）

707隻　9%

運航不能
（機関故障）

1,270隻　16%

運航不能
（無人漂流）
724隻　9%

衝突
1,461隻　19%

乗揚
920隻
12%

その他
2,765隻

35% 合計
7,847隻

遊漁船
332隻　3%

タンカー
367隻　4%

旅客船
247隻　3%

プレジャー
ボート

4,693隻
45%

漁船
2,822隻　27%

その他
735隻

7%

貨物船
1,179隻

11% 合計
10,375 隻

※プレジャーボート ：レクレーションなどに用いる船舶で、

　モーターボート、 水上オートバイ、 ミニボートなどをいいます。

燃　料

潤滑油船　体

バッテリー 冷却水

エンジン

●双眼鏡、 レーダーなどを活用し見張っていますか

●他の船舶、 障害物、 浅瀬が近くにありませんか

●今船がどこにいるか把握していますか

主原因：機関取扱不良

主原因：気象海象不注意

主原因：見張り不十分

衝突と乗揚（全体の約 3割）

機関故障（全体の約 2割）

転覆（全体の約 5割）

機関故障事故を防止するため、 発航前検査チェックリス

トを活用し、 適切な発航前検査を実施しましょう。

「海の安全情報」 などで最新の気象海象を確認し、 悪

化が予想される場合には出航の取り止めや早期帰航の

決断をしましょう。

海上保安庁では、 全国各地の灯台等で観測した
気象 ・ 海象の現況などの様々な情報を 「海の安
全情報」 としてホームページ等で提供しています。

パソコン用サイト スマホ用サイト
緊急情報配信

サービス



事故の種類 運航不能（機関故障）の原因

事故の種類 転覆・浸水の原因

プレジャーボートを安全に利用するために

ミニボートを安全に利用するために

プレジャーボートの事故（過去5年の累計H27～R1）

ミニボートの事故（過去5年の累計H27～R1）

〇 約２割を占める運航不能（機関故障）を防止するため、以下の事項を励行しましょう。
・ 発航前検査チェックリストを活用した適切な発航前検査の実施
・ 整備事業者等による定期的な点検整備の実施

〇 約４割を占める転覆・浸水を防止するため、ミニボートに関する知識、ミニボートの
特性、推奨される装備品等が記載された「ウォーターセーフティガイド（ミニボート編）」
を確認の上、安全運航を心掛けましょう。

海上保安庁が提供するミニ
ボートの事故防止のための
情報は【コチラ ⇒】

合計
1,036隻

機関取扱不良

555隻
54%

材質・構造不良

227隻
22%

不可抗力

139隻
13%

その他

115隻
11%

合計
4,693隻

乗揚

576隻
12%

衝突

565隻
12%

その他

1,660隻
35%

運航不能

（機関故障）

1,036隻
22%

運航不能

（無人漂流）

411隻　9%

運航不能

（推進器・舵障害）

445隻　10%

合計
146隻

気象海象

不注意

58隻
40%

その他の

運航の過誤

47隻
32%

その他

14隻
10%

操船不適切

27隻　18%

合計
373隻

転覆

103隻
28%

浸水

43隻
12%

衝突

29隻　8%

その他

78隻　21%

運航不能（機関故障）

87隻　23%

運航不能

（無人漂流）

33隻　9%

事故の発生状況

船舶事故の発生状況 原因と対策

小型船舶の事故原因

小型船舶の死者・行方不明者を伴う
事故種類別

単独衝突
6隻　4%

合計
158隻

転覆
73隻
46%

衝突
23隻　15%

乗揚
12隻　8%

その他
30隻　19%

浸水
14隻
9%

運航不能
（推進器・舵障害）

707隻　9%

運航不能
（機関故障）

1,270隻　16%

運航不能
（無人漂流）
724隻　9%

衝突
1,461隻　19%

乗揚
920隻
12%

その他
2,765隻

35% 合計
7,847隻

遊漁船
332隻　3%

タンカー
367隻　4%

旅客船
247隻　3%

プレジャー
ボート

4,693隻
45%

漁船
2,822隻　27%

その他
735隻

7%

貨物船
1,179隻

11% 合計
10,375 隻

※プレジャーボート ：レクレーションなどに用いる船舶で、

　モーターボート、 水上オートバイ、 ミニボートなどをいいます。

燃　料

潤滑油船　体

バッテリー 冷却水

エンジン

●双眼鏡、 レーダーなどを活用し見張っていますか

●他の船舶、 障害物、 浅瀬が近くにありませんか

●今船がどこにいるか把握していますか

主原因：機関取扱不良

主原因：気象海象不注意

主原因：見張り不十分

衝突と乗揚（全体の約 3割）

機関故障（全体の約 2割）

転覆（全体の約 5割）

機関故障事故を防止するため、 発航前検査チェックリス

トを活用し、 適切な発航前検査を実施しましょう。

「海の安全情報」 などで最新の気象海象を確認し、 悪

化が予想される場合には出航の取り止めや早期帰航の

決断をしましょう。

海上保安庁では、 全国各地の灯台等で観測した
気象 ・ 海象の現況などの様々な情報を 「海の安
全情報」 としてホームページ等で提供しています。

パソコン用サイト スマホ用サイト
緊急情報配信

サービス



事故の種類 運航不能（機関故障）の原因

事故の種類 転覆・浸水の原因

プレジャーボートを安全に利用するために

ミニボートを安全に利用するために

プレジャーボートの事故（過去5年の累計H27～R1）

ミニボートの事故（過去5年の累計H27～R1）

〇 約２割を占める運航不能（機関故障）を防止するため、以下の事項を励行しましょう。
・ 発航前検査チェックリストを活用した適切な発航前検査の実施
・ 整備事業者等による定期的な点検整備の実施

〇 約４割を占める転覆・浸水を防止するため、ミニボートに関する知識、ミニボートの
特性、推奨される装備品等が記載された「ウォーターセーフティガイド（ミニボート編）」
を確認の上、安全運航を心掛けましょう。

海上保安庁が提供するミニ
ボートの事故防止のための
情報は【コチラ ⇒】

合計
1,036隻

機関取扱不良

555隻
54%

材質・構造不良

227隻
22%

不可抗力

139隻
13%

その他

115隻
11%

合計
4,693隻

乗揚

576隻
12%

衝突

565隻
12%

その他

1,660隻
35%

運航不能

（機関故障）

1,036隻
22%

運航不能

（無人漂流）

411隻　9%

運航不能

（推進器・舵障害）

445隻　10%

合計
146隻

気象海象

不注意

58隻
40%

その他の

運航の過誤

47隻
32%

その他

14隻
10%

操船不適切

27隻　18%

合計
373隻

転覆

103隻
28%

浸水

43隻
12%

衝突

29隻　8%

その他

78隻　21%

運航不能（機関故障）

87隻　23%

運航不能

（無人漂流）

33隻　9%

【事故の種類】

【衝突・単独衝突の原因】

【事故の種類】

【衝突・単独衝突の原因】

【プレジャーボートの事故事例（機関故障）】
事故者は、航行中に機関の出力が上昇しなかったことから、機関を停止し、再起動したとこ
ろ起動せず、航行不能に陥りました。整備事業者による点検整備の結果、シリンダーヘッド
部に穴が空いて圧縮空気が漏れたことが原因であり、長期間、整備事業者等による点検整備
を受けていないことが判明しました。
★対策　整備事業者等による定期的な点検整備の実施

【漁船の事故事例（衝突）】
事故者は、漁場向け航行中、漂泊中のプレジャーボートの存在に気付かず衝突しました。調
査の結果、お互いに適切な見張りを実施していないことが判明しました。
★対策　①常時見張りの徹底　②早めの避航動作の実施

【ミニボートの事故事例（転覆）】
事故者は、気象海象が悪化してきたことから出航地の海岸に戻るため、大きく右旋回したと
ころ、左舷側から横波を受けて転覆しました。
★対策　①船のバランスに注意　②気象海象の早期入手

漁船・遊漁船の海難と安全運航のために

事故事例と事故防止対策

漁船・遊漁船の事故（過去5年の累計H27～R1）

〇 約３割を占める衝突を防止するため、航行中に限らず常時見張りを徹底し、早め
の避航動作をとりましょう。

漁　船 遊漁船

合計
153隻

見張り不十分

126隻　82%

操船不適切

15隻　10%

居眠り運航

6隻　4%
その他

6隻　4%

単独衝突

19隻
6%

合計
332隻

衝突

134隻
40%

乗揚

41隻
12%

その他

58隻　17%

運航不能

（機関故障）

45隻
14%

運航不能

（推進器・舵障害）

35隻　11%

合計
881隻

見張り不十分

675隻　77%

操船不適切

72隻　8%

居眠り運航

71隻　8%

その他

63隻
7%

単独衝突

119隻　4%合計
2,822隻

衝突

762隻　27%

乗揚

303隻
11%

転覆

303隻
11%

その他

1,029隻
36%

運航不能

（無人漂流）

306隻　11%
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